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51,000kVA変圧器完成

51,000kVA Transformer Completcd

小潮滝川沫∫てご{ご杵奥泉発電所納三相154kV,51,000

kVA 要/巨器2fr:=1二､ソニ則1:仙:】立【二場で製イ1日-であつ

たが,この杜二り宏川ト■/二および.州灸を終了し,月い~山∴い′りけ

発送を開始Lた｡

木変J上器㍑機朋冊悌把持刃いい■れ､ll膵描瀾偏せ伏川し′一

高圧ふ掛二【川土製作叫独1~､■げ刷肺湖湖沌朋L,附笛強

度を-;年Lくl;■二世ていろ｡

本変り三器｢州i送!1=ミグ≠が粧二挟院のたこノ〕椚1瞞圭を行つ

たが,現地におけ亮絆は川㍑∵廿用㍍~ノバムニニ上りクレー

ン_屯董も10t(7)もので足り,またタンクこr汗＼情けH二び外

部二恒久的に甘く=~け7■二~加勲ぷ=ニよ中田計理結ぃ■行こ～)てい

木封_l三才註しr)j~iも:J上目二礁~ヒ/~･-ぎハ通'〕てふィ▲二,

型 式‥‥‥‥. AFOC-3YCP

片町~｢]三椚送仙軋≠甘/＼j鉄叩

コンサべrタ付

定格Ll_仁山‥‥………‥‥.‥..51,000kVA

右 仕‥一次 12,600V

二次168,000～161,000～154,000V

周 紙 数……………………‥50/60′､

､l ･､:

=.

二里,■･･･‥

一次
△

∴次 Y

.29,500J

総 巾二･星……‥,.....‥‥‥‥128,000kg

(帖)(奥f~ナ)(一丁■にり
寸 法………･6･06mx4･74mx7.475m

日立新型自動昇庄器完成す

Hitachi3-Phase Automatic Boostcr

Completed

電源開発∽進捗∴上-)■･∴ 量l∫廿こヱトー危こ√=古重しをえ

て,質的サービス間置かここりあげ〔,れ上一二}三二Lた昭和26

年口立製作｢吋‡逸lト lこ1軌椚王器の研究に-′,-i手二し,昭

和27年 再婚めてのA型自否昨lリ~l三器をプ己成し.て以来~千､

断の研究を重ね,さらこ甜ノ壬三能打､B型日勤即1三器を多数

納入した｡

の調整器穎に1七較して,小型軽量,据付簡阜,佃

格低廉で,配電線電圧降下の補償と電/工変動明改善にす

ぐれた性能を発揮して,好評を博したっ

第1図 三川154kV51,000kVA変圧器

Fig.1.3-Phase154kV 51,000kVA

Transformer

第2図

Fig.2,

日 立 相 自 邸 昇 仕 器

Hitachi3-phaseAutomaticBooster

この経験±,同類J〕員抑寺電圧調整器の多年の経験な

らび･:二研究成果せ±りト凍て,この柑,根本的こ改吾を

加え7こ新里∩軌昇圧器を完成Lた｡新型器の什色･:手つき

の通りである｡
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(1)タップ問のr州F】電圧を連続性汀ける小紋タップ

ん-式で,タップ抑■灸器･:川三接l州村仲目刺-l-jして,非

常∴信赦度の.高し､ものであく)｡

(2)電流遮断閉山は触器を別柁巨1_て,本休の油性

一l購旨を良明閉経指す乙ヒう:･二L7二｡

(3)器仝体㍑,柱トl㍗紺三位考 し-て,上川川一肘)無点

険運転･:二卜分耐えろ肺造とLプ∴

(4)什.一己後グ州二辿′f一に二二際して,電圧のi軋ヒ昇が起き

ない紳｣御プノ式を採用した｡その他,誤動作防_l【二の鎖

錠袈吊,リミットにおける電気的,機械｢1勺安全装置の

併用などによって,碓リミかつ安全な操作が行われる｡

(5)小彗竺軽量,据付簡_らlて.,･†冊各低廉である,

冊㈲鮎川_=証Ⅰつぎの通りであるへ

ヲ弓-1 式…………….犀外用油人l′†諭式

絨‥路 容 量………………‥..‥300kVA

圧….一次使用瀾泄12,700～3,500V

二次`混匠
…‥3,300V

柵

周 波

連続フ:;三隅,

-
-

.三和
数…………….50〔し.~･モた∴主60へノ

÷1ニ
ボ｢~l

砥圧調整ん~式.‥
‥‥Ⅴ糸.■｢綿中巻

‖‥‥.白
軌

610mm¢×1,830血mエ

逆上型4本カレンダーロール横完成

610mm声×1,830mmLInverted L-Type

Four･RollCalender Completed

本機け東洋ゴム1二業株式会社に納入したものてビニー

ルシートJl■~jとして,11■川‖要の仕上とロール温度150～180

0C 二いL)高温使什]わよび小ロ←ルクロスシソグノノー式を

付すろカレンダロール機として画期的収用_】である｡

そ♂~)仕樟は

用 途……….ゴムならびにどニルシート

ロール寸法610mm戸×1,830mmエ(24γ声×72γエ)

巾ロール回転数‥･
‥0～13rpm

任~1㍉重度………………‥ 3.36mm/min

巾ロールクロスシング….‖.‖.3.65mm/min

~__ヒ電動機….80HP O～650rpm V.S.モータ

本機の柁長ほ

(1)ゴム,ビニルの各種材料二対Lシーチング,ト

ッピング,ダブリング,フリクショニングなど広

範囲こ使用てきる｢

(2)｢tlロールをクロスシソグすることに上り各種厚

味に適するロ←ルクラウニングを選択できる｡

(3)ロrリレ日中空特殊チルドロールで表面硬度ショ

アー750以上±し,内面仕上を行い

:二より精度10ノ上以内である｡

而は超仕上

ユ

第3図 610mm〆×1,830mmエ 遵L型4本

カレンダ←ロール機

Fig.3.610mm¢×1,830mmLInverted

L-Type FourJRollCalender

(4)ロドル軸受はロー′レ温度最高礁1800Cを考

Lた精度10/`以内の転り軸受である｡

(5)各ロールの旺~Fおよび小ロールクロスシングは

ノⅠ三7i各箇の電動式である｡

(6)ロールスタンドにほ各挿補助器只を所偏して作

莞三引酎二している｡

(7)ロールの駆動旧主電動機より減適職,フリクシ

ョンギヤースグ∵ンドを経てユニバーサルカップリ

ングにより行い,歯車の噛合Hロール間隙の変化

ロール加熱の影響より隔離され密｢調ケーシング内

で静粛に行われ,各軸受は転り軸受でト分なる循

環給油によりIJ川手なる運転ができる｡

(8)フリクションギヤーほトッピングあるいほフリ

クショニングなとに適するごとく2純の回転比應

選択しうる｡

(9)主電動機は可変速で材料により隠者の速度で運

転できる｡

(10)カレンダーロール機のド†寸同僚器として巻出機,

プレヒ一夕,冷却機,巻Ⅰ転機などがある｡

板用

Precis

同

10n

精度シヤー完成

Plate Shear Completed

木機はプレス加工成形用として特に高精度を要求され

る材料の努斬に供されるものである｡

仕 様

勢断材料…………軟鋼板 最大3.2mm厚

勇 断 幅‥.. …… 3,050mm

勢斬同数……‖…………..….60回/分

ストローク……‥.…………….100mm

フレームギャップ………………‥400mm

電 軌 機‥"………‥15HP l,500rpm
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第4図 鑑 シ 17 -

Fig.4.Precision Plate Shear

本機叫~､■りこ上土

(1)各郁材の材質,構ぷ,配甚なごす∴て精度増進

JJ上び維持をトl標土L,かっ最高氾か里Jr口二を施し

ている｡

(2)_l二下匁｢川のクリアランス調整せ容易にするたこノ)

クランク上止ノ1=ニムいても匁物問･にラップを有し

ている｡

(3)板抑油月三装苗ほ板月,飯嶋∴関係なく一定山三ノJ

で作執する｡

(4)クラッチはレバー足踏式と電磁弁でエヤーシリ

ンダ←を揉作するフートスイッチJての両様な具え

て底接描作,追プパ菜作七も･･用巨であこ,｡

(5)駆動装苗,油比装Jぎ王なごをすべてフレームし7)1

側に収め,コンパクトに ており,また作動郁

分が仝▲こ外部にでていないので,安全に作業でさ

(6)精度良好なる手111げ-ヂおよび後ゲーヂを有す

る｡

(7)惇1mm,帖1,500mmの銅板を勢即した場合

二1二場立会検.査において誤差±0.02mm以~~卜であ

った｡

新製品UO3万能掘削横完成

UO3Convertible ShovelCompleted

かねで業界から子守望されていたl~†立UO3万能掘i!jり機

がこの捏㍍成した｡

木㈲上すでに定評あるUO6,U12製作廿日_㍑㍑灘灘

l

最新宜明細持崩■催された最新鋭紆′卜型掘?一日機であ

く)亡

フロントをJl定検えることにより,各神川途に適川でき

ろソニ摘巨型であり,また~Fごてl;走行件の変更で,ホイルタイ

プ,トラックタイプにもできる｡軽快,能率rl勺な本機雷

幾多の持長せ･f】-するIl~■州三方引幾で,その

いる｡

されて

ユ

鉛5凶

Fig.5.

UO3 シ ョ

UO3 Shovel

由眉

/剛酎)′竜成∴∴二i川､.′_ショべノL･一抽い弄隼(3m:5,1,6

m:i,1･21-1:i,0･6m3,0.3111二j):ト乙-し′}触うケキーイ上■1肘ヒニニ

れ(∴二う~ミ/)/∴

二釦掘削機い持ぷ沃圧J~1諸狛≠け沈ノ)辿り~~ニふイ.

特 長

(1)紆作業速度耳■出､た釣(1サイクル最少10秒).

非`.;～'に【l■摘巨率である｡

(2)各レバrほニードルベアリング入り L,~壬た

ジッパトリップな三∴二け宮㌫･〔を仰-1JL_てあ→-:Jノニ

〟),操作く上きわこ/)で軒決容易であぞ.,｡

(3)仝装備のま'去て鉄道トラl蓼_(,｢ 心行,箱5佑満

i旧弊で輸送∴リ,圭･′二そい~エ~寸三トラック帖､玉山Lj

能であア,｡

(4))仁子J二甘度∴1二2H切層宣~~こふ′ノり7二こノー,移動が山瀬

∴∵~こき,撞軌性が人さ1Y

(5)偵知地でJ~)f-r軌,作1三射止三一J溶射二すごノたよ/),

矧=は行川〔ノ~)ブレーキをつけた｡

その他この掘帥阻二㍑最新し叫粛塙を上り入来,l■けけ立

道虹,機械誹晶■甘肛軋成′レ,肝車｢〕容易を㍑か㌧｢こ~いイ∴

仕 様

ソ ツ パ`行 甲ノ …....

.0.3m二与

掘 削 能 ノト
‥….65m3/h

クレ岬ン吊上荷慎二…t‥廿準里5.5t,持株一号117t

走 行 速 度…………….1.6～2.2km/′h

は 拙 圧 肝て押
..0.49kg/cm2

帰広哩
‥0.35kg/cm2

1~､■jl殊了Ii竺……….0.24kg′/cm2

Jlj( 勅 機 ディーゼルコニンジン`u≠最大

42HP(1,600rpm)

笠戸工場研究所新築成る

New Laboratory Attached to Kasado Works

笠戸二∪易においてはビルマ,イント∵王ご輸=日刊酢ハ発

展に鋭意努ノノし/〕■ゝある現佑,征~炉~ル昭甘圭て1用姓少て
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第6図

Fig.6.

新範された笠戸工場研究所

New Laboratory Built on the

Kasado Works'Ground

あるので材料▲試験二王をも紙r欄傑ごれるこ土になって,

昨秋より工車中であったが,このほご幅15m,長さ52

mの鉄絹コンクリートニ階建の研究所が完成した｡

一階にほ材料試験室,J三摘,熔接,疲労,軸受美醜宝

と大物部品の十′捕旨り消炎を行う景;一機槻骨謝蚤二階に:工

機械,電気,化学牒ル針鼠験1月㌻丈び堰=圭圭がぶ汗られ,

明るい近代l杓な研究所が誕丑Lた訳である｡

基礎的な研究ほ主として,l･央研究所において行われて

いるが,製造力ま場と直結した応川研究は本研究室で進♂つ

られ,製.鋸生花の究明,改善,作業法の改喜,仙川一材=

の改善,応用,新型ぶの開発などの朝傾が行われてオiり,

今後とも我L車巨輔工業に貢献す∴-こ`二.＼t.′二派な研究成果の達

成に邁進lいである｡

摩耶ケ ー ブルカ
ー納入

Maya Cable Car

L_U頂にある神社へ参詣のためしり交通~矧芙J上して,また

六甲山,摩郡山を結ぶ観光の最短コースとして計画せら

れた摩耶ケーブルは,山 発車机高層から山上駅まで約

900mを結ぶ上~卜各一滴の釣瓶式ケーブルカーヒして運

転せられるもので,摩那鋼索鉄道陳式会社より受注鋭意

製作中であったが,4ノ川■旬日立製作所笠日工陽におい

て完成,たゞちに納入せられた｡

こ♂〕ケーブルカー:王50人釆半銅闇厘で,車体外†鮎王

窓から上を明るいクリーム色,腰板より下をマルーン色

としたスマートな塗装とし,できるrリーミり窓を広くとって

展望を良くした読繰埋ケーブルカーで,地元神戸lけを小

心とするl/1外剛光零に大いに
.迎せ〔〕れるもレ'｣土渕f与し

ている｡主要々l]はつぎJノ)過り｡

定 員……….50人(座席18人,立席32人)

日 蓮‥‥‥‥‥6.5t(刊本3t,台東3.5t)

軌 l-～_il……………….‖…‥1,067mm

体寸法 長さ(妻i用) 8,000mm

第7図

Fig.7.

摩 耶 ケ ー ブ ル カ ←

Maya Cable Car

一l一_､ノ

11;1ご

幅

狙l加三_l二径‥….

(~l祈照来一上面まで)‥ 3,230mm

(外板閻)

l】i休傾斜….‖‖‥‥‥‥

～.11入口‥.‖

運転速鹿‥‥‥.‥‥‥

2,460mm

….550mm

…‥37%

..片側3箇所
‥ 毎秒3.25m

集電装遣…………….細易パンタグラフ2台

制動坊一式…………‥セレッチタンファニ←式

制動亜瀕‥..…....‥.非常および手用制動装箭

†力ほ装r■■r:ト………‥制動信冒･装置および電話機

新型ボール人草輪完成

New Type Car Wheels with BallBearings

Have Been Cornpleted

炭車川車輪の製作に■古い伝統と優秀な技術を誇る日立

製作両戸畑二Ⅰ二場でほ,さきにテーパーロ←ラ人車輪を紹

介して広く好評を博したが,今回さらに需要家の要望に

応えて新型ポール人車輪を先成L･た｡

本章輪ほ従来の車輪各部ぶの細部に至るまで検討して

製作されたものであり,実際他用に当ってけ十分その優

秀性能が期待てきる｡

新型痺輪のおもな日長はつぎのとおりである｡

(1) 輪在部亡よ√γ1加勺な肉厚,形状を有L,またト

川,ハウジング内面に晶レッド面 波焼入を施した

ので,強力なLかも良期の仙川に耐える車輪とな

った｡

(2)オイルシール挿入およびシーリングカラーのク

ロームメッキなごにより1払塵装告が宣仝なた〆),

その効力=ノj(く維持される｡

(3)服付ボルトほ袋ナットおよび車輪の通L孔によ

って保護されているので,ノk年使用してもボルト

の錆羞がなく,分昭組立が容易にでき;しかも廻

り止めが完全である｡
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舞8図

Fig.8.

新型車輪(左)と従米の槙率型車輪

View of New Type(Left)and
StandardTypeCarWheelswith

BallBearings

(4)従来のセットスクリュー式をリングナットJ〔･∴

改良L.7二ので,不規則なスラスト荷車にも十有堪

える｡

(5)完全な防塵装還とともにグリース注油栓を附し

てあるのて,分研削mがノiくくなり,しかも車輪い

転が仙骨である｡

酷酸用ステンレスタンク車完成

Stainless SteelTank Car for Acetic Acid

Completed

15t不1■蘭酸川ステンレスタンク専がこの:･王ど=J己畏什

J帰洛戸工場において完成,電気化学工業抹式会社に納7＼

せられた｡このタンク中の1-､■f長㍑99%酪酸水溶液を

搬するためタンク,バルブコック,液山入管などすべて

ステンレス梨で腐蝕に対しう`己仝な注意が払われており,

1一与にド←ムおL上びその周辺J~･)液のこげれるぉそれのあろ

J-il;分はステンレス製覆板を施し,また液樋および液樋昭

やエプロンな.ごを設けて台枠を保護L■てある｡

酪酸水溶液は常掘(16･650C)で氷糸.㌧するので,タン

ク外底肺ニジャケット式加掛矧甘む甘ナ氷宗.1iした場-た(王

これに蒸気を通し溶融して液を取出す構ぶにしてある｡

またタンク外榔ユ博さ105mmの牛毛エルトな取‖け鋼

ユ

F-_.｢

･~ ､~､_J

第9国 電気化字工業株式会社15t積酪酸刊

スチレンレスタンク中

Fig.9.15t Stainless SteelTank Car for

Acetic Acid

板製被板で最った保混装苗な施してあそ)｡

圭一要々[=エつぎの迫り｡

彗り 式………………………･二川巾

荷 重…………………………15t

美 容 積……………………‥14･4m3

自 重.

液 の 比

J医

1】

ユl■丈

】

1転

回

大 長

.‥.11.75t

圭...…..… ● - ● ● - ● ● ○･d･･

(蓮紀油川_l=j)

大`■高 さ(ドけム蓋頂部)‥･‥･

′l-←

.■ノエ

人 幅(側ブレーキテコ)･‥･

柚;狙………‖‥‥‥..‥･

巾 輸む 径…‥.‥‥…‥･‥‥･･

…‥1.04

8,180mm

3,728mm

2,528mm

4,000mm

860Tnm

タンク抑別…….‖……………‥第4柿

フラン樹脂応用新ホルマール電線日立で完成

特許となる

Furan Resin System New FormalInsulated

Wire Completed by HitachiWire

Works Patented

フラン樹脂は耐酸l耐アルカリ性樹脂とし.て,早･くかエ1-

その特長に注目されていたものであるが,ll立製作所一亡●

渕災後,いちり一く小火研究付=二おいて研究をHい,つい

こその工業化に成乱し,本邦唯一-のフラン樹脂(l--1立摘

.‡丁,ぐⅠヒタフラン)として発売するに至った｡

今い朴1㍍牛弟208飢7,212278,212279冒･として登録づれ

た新ホルマールー走緒ほ,ヒタフラン1ハ応川の一つでヒタ

フランセ｢フルフリルアルコールとフェノール激痛)1,い

はフルプラ←ルその他のアルデヒド業貞二の二田r;･i｢γ物)た

ホルマ←ル馴旨に添加して造づたもので,それぞれい樹

脂の特長を一路拝し,この恥E繰の州二l~州二許11て■よF)も,耐

酸,耐アルカリ惟,耐溶剤,耐ワニス性,耐冷媒性フ･1rJ

びに‖J`撹性にも著るしくすぐれ,また皮膜けに関しても

往来の0抑あるいはそれ以上のものの要求に封Lて1帥

で先分間に｢γうことが認められている｡
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木発[明ホノしマール電線の特長をi掛ころとつぎぴ~)上うで

ある:〕

(1)耐酸耐アルカリ性

ヒタフラン甘心呵~キ長であり,本脚リ1ホルマール電線

に五分にブ舌されてぶり,比ホ1.2-1.3♂~)硫酸れ丈び比

屯1･1～1･4ぴ-)苛性ソーダ∴24=引軸受漬しても異状な

い｡

(2)耐溶剤,耐ワニス什

本発1姻ホルマール電綿を60～65UC〔′)ベンゾ←ル,ガ

ソリン,ナフサあるいけこか｣_-ノJ)ij･L十清市Ij,ニ㌔L､Jぴ:二

90～94し一C♂~)各挿コイルワニス･l･に241た川一服封許すろも

変化な･∴8β00V/0.1mm.リ､トニの絶緑IJlけリノを有し,

また140UCのワニス｢-し■で6 -
● 後破壊電灯三

を洲甘ナるも射ヒをJ.どめたし､.⊃

(3)l仙-てナ媒什

ホ凍機州冷蘭,た±えばメチルクロライド,フレオン

ー12にも耐えろ｡すなわち本発鞘はルマール電線H

lOOウCのフレオン′一-12rl~一に約30日川辿続鳳J･【亡L-ても

1~昭剰恕丁勿論,純綿耐｣Jもほ土んご低下しない｡

(4)叫槙性

本発別宣ルマール電線は仁1ヒ径に巻朝里ても肉‖廿で払

えるクラックを生じたい｡

(5)その 他

本御月かレマ←ル電線用摘帥川,耐翻毛性,耐熱軟

化什∴二ムーこも,外l珊f許♂)二〔7)押水ルて←ル電線二優

ろ土も劣とtJぬ什能を示す｡

また本脚り~Jホルマ←ル塗料㍑塗装作業時明作~業性を良

好にし,ホルマール電紙の均一性∴も勃県がある｡

本発明憮ルマール電線㍑エナメル経れ上び網巷綾なご

に替るもので幾_多叫･一f艮をイJ-L,期非への貢献けJ鞘与さ

れる七ころであF),外l抑1一許によ左ず,自らの持許で十

っておろ北国唯∵のものである(〕

ニ重コイル電球日本工業規格(JIS)

表示許可さる

HitachiDouble CoilLamp Quali丘ed for

Application ofJIS Mark

二巾コイル電球(一般照町≠)け昨年5ノ川本~｢業親

烙(JISC7517)が制定される±日時∵｣二業櫻澤準化法

に上るl-1本⊥業ノ規格表示■l晶1に撤､Eされたので,l二l立妻望

作所ではこれが ホ許可▲の二】二業審査を申請;-いであった

が,この捉製造一昔備,検査設備,検査ノノ~法なご上記JIS

規格迅雷世■品としての品馴=寸こ必要な技柚′〃h産条什

がJIS長ホ｣二場上して十分適合するこ土を.離〕られ,通

商座業人に(よりiE式許‖†吉が交付された｡

ユ
ー ス

第10図

Fig.10.

JIS マ
ーク 表示

License Entitling

Use theJIS Mark

許可証

Hitachito

(1)許【lj.i,71日

JIS C7517二束コイル電球(一般照明川)

(2)許叶番ぺ･および許可年ノ~jl三1

祁97-ぢ一の1 昭仰30年4J~12711

(3)許‖ト~に場

抹式会社r_l立製作所茂掠1牒

冷 蔵 車 着 々 完 成

Refrigerator Cars

】l｣一/二鮒′い呵て■川鉄上り50輔の大量を受注L,笠J~一工場

において鋭計製作小のレ12000形鋼製二軸冷蔵帝は庵々

′ノ■己成しつゝあり,逐次分`.別納入せられている｡

冷蔵壇㍑鮮魚,野菜㍑の遠距離輸送に許るしく貢献し

てj~jり,輸送量の咄人に伴いL邸扶ダイヤのスピーードアッ

プ:二咋応Lて,こび)冷蔵車は持に高速洩∵瀬えられるご

と`二肛ごむ:二右点してある｡ことにバネ吊装置ほ二段ツリ

第11回 レ12000 形 二 軸 冷 蔵 車

Fig■11･4LWheeled12t Refrigerator Car
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リンク式ヒし,走行′左=7i三連.聴t｢tるか∴向上し7一二｡

申休り構追バSEC6ステンレス鋼板′撃空し一汗､招制附こ∵吉

井∴一i~紺】:L/~二氷タ=ンクリJ外J.1J不二瓜て潮て掛.､,SS41糾

板製の外欄灘桐∬中川け 30mm.Jやノ,フエノLトむこ川･)

け,内相欄剛本を装んしたも机~∵,l㌦≠山女高雄=`巨川竹材

に巨分な考償が払われていニ:,r〕

上要々｢~1日下.己の通りてあくJ

荷 二重,‥‖…………………12t

自
_重…………‖……….13.5t

容積(氷タンク陳∵)………………25,6m3

今月の一家--一･言に九州電力佐藤■社長の玉稿をえた事掟

望外の喜びであった._.そのi~能力100%詩論!はまこ｣に

ヒコ｣･-マニズムの香り高いもの■::あって,淡々と言さ子られ

るさり気ない言句は汲めども尽きない滋味にあふれてい

る｡

田

梅雨の時節となった｡幸いにしてまだ水害の報せはき

かないが,今年はどうか大した被害もなくすぎてほしい

ものてある｡佐藤社長の論法を借りれば,天災は国家に

おける〝角というべきものであろう｡日本てはこの〃の

角度はかなり大きいと見なければなるまい｡しかし従来

第37巻 日 立

0

0

3

(J

nH

nH

イ
‡
｢

イ不

昭

昭

評 論 弟 7 号

年 7 月 25 日 印 刷

7 月 30 日 発 行

定 価

¥100

¥ 430

¥ 840

送 料

¥ 12

(送料共)
特集号が増刊され
ました時は1回1

箇月分と計算し,

精算させて頂きま
す｡

ユ
■■■~■-~

氷タ ンク容イい

i~Fi休

地 章一j･シI

Jlイ

州

氷

保

~寸+法

圧l｢長‥‥

ノ･こ l【I■■ll‥‥.

▲

J

4.8m:i

8,200mm

2,730mm

3,783mlll

粧………………‥ 4,200mm

-‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥.･ l､

:∴‥‥‥‥‥‥‥.
･

ネ 吊装直二
……∴i;昔ツリリング式

ブレーキ装苗‥空気ノレーキわよび側ブレーキ

β と考えられているもの＼中にも,人間の力によって

COSβ にかえうる部分が決し/て少くないことにわれわれ

はもうー-▲圧搾く思いを致すべきてあろうr

田

火力発電の効率向上は必然的にボイラの高温高けを件

う.｣そのため近代的なポイラ 71くポンプは,当然この高

温高_日三に耐えうる性能を要求される｡■~日立バ←レル彗旦

ボイラ給フlくポンプの進少｣には,日立製作所が最近納入

した判~疎電力′ト野口発電所のボイラ給-7Jくポンプを中心と

した,最近の火力発電所の要求を満たすボイラ給水ポン

プに関する貴賓な研究の成果が紹介されているr_′

田

今月はこの他にも;再挙熟三在気タービン調速上の諸問題

について_.!,｢電流澗定儀によるポイラ 水中の溶解酸素

定量法_｣など火力糞`i~E関係の論文が三荒も揃ったが,我

国に於ける発電方式の重一差が漸次火力に移って行こうと

しているときにあたって,日立製作所がこの方両にかく

も旺･鰭な研究を続けていることは,まことに頼もしい限

りてある｡

こ二J

本号からi製品紹介_l欄を新設した｡論文として昇華

するま~ての生々しい素材デ【タてある.)試着の御参考と

なれば辛いてある｡
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